無能と和賛 by 伊藤, 真宏
六
〇
無
能
と
和
讃
伊
藤
真
宏
一
、
は
じ
め
に
日
本
に
一
大
政
権
を
う
ち
た
て
た
徳
川
幕
府
の
時
代
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
時
代
(
一
六
〇
三
～
一
八
六
八
)
は
、
日
本
仏
教
各
宗
と
も
教
学
研
究
を
盛
ん
に
行
な
い
、
教
団
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
時
期
で
あ
る
。
本
山
級
寺
院
は
も
ち
ろ
ん
末
寺
に
至
る
ま
で
現
在
み
ら
れ
る
寺
院
の
多
く
が
、
こ
の
時
代
に
伽
藍
を
整
え
、
あ
る
い
は
基
礎
を
築
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
僧
侶
は
、
そ
の
本
分
で
あ
る
自
行
化
他
(自
ら
は
修
行
に
は
げ
み
他
を
教
化
す
る
こ
と
)
を
旨
と
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
仏
教
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
以
来
、
い
つ
も
堕
落
し
た
僧
の
存
在
は
指
摘
さ
れ
う
る
し
、
風
刺
の
対
象
に
さ
え
な
る
。
江
戸
時
代
の
僧
も
名
声
を
求
め
栄
誉
に
走
り
、
自
ら
の
行
を
忘
れ
、7
衆
生
教
化
を
置
き
去
っ
た
。
そ
の
中
で
、
深
く
民
衆
に
愛
さ
れ
、
信
奉
さ
れ
、
自
行
を
怠
る
こ
と
の
な
い
僧
も
、
必
ず
存
在
し
た
。
彼
ら
は
僧
階
を
き
ら
い
、
役
職
に
就
く
こ
と
を
避
け
、
政
治
や
経
済
に
直
結
し
て
私
腹
を
肥
や
す
こ
と
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。
俗
か
ら
ど
こ
ま
で
も
遠
く
離
れ
よ
ケ
と
し
、
そ
れ
が
世
間
で
「隠
遁
」
と
表
現
さ
れ
た
。
そ
の
隠
遁
は
、
結
果
と
し
て
民
衆
に
限
り
な
く
近
付
き
、
本
来
当
然
と
も
い
え
る
化
他
の
役
割
を
見
事
に
果
た
す
の
で
あ
る
。
、
法
然
(
一
=
二
三
～
=
=
二
)
は
浄
土
宗
を
開
い
た
。
法
然
の
念
仏
の
原
点
は
隠
遁
に
あ
る
と
い
っ
て
良
い
。
比
叡
山
で
勉
学
に
励
み
、
人
々
が
救
わ
れ
る
教
え
を
求
め
て
い
た
法
然
で
あ
っ
た
が
、
人
々
は
お
ろ
か
自
分
の
心
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
。
僧
の
生
活
は
乱
れ
、
名
利
栄
達
の
た
め
に
僧
侶
達
が
争
う
。
そ
の
よ
う
な
比
叡
山
の
様
子
に
疑
問
を
抱
き
、
今
民
衆
を
救
う
こ
と
の
で
き
る
道
を
求
め
て
、
法
然
は
黒
谷
青
龍
寺
に
隠
遁
し
た
の
で
あ
る
。
法
然
の
そ
の
精
神
を
江
戸
時
代
に
も
思
い
出
す
僧
が
い
た
。
徳
川
幕
府
に
保
護
さ
れ
組
織
化
教
団
化
し
た
浄
土
宗
の
中
で
、
堕
落
し
た
僧
を
横
目
に
、
念
仏
一
行
を
第
一
に
標
榜
し
た
一
派
が
あ
っ
た
。
捨
世
派
と
い
わ
れ
る
。
捨
世
と
は
い
う
が
、
別
に
世
を
捨
て
て
山
林
地
で
一
人
修
行
し
た
の
で
は
な
い
。
『称
念
上
人
行
状
記
』
巻
下
に
は
、
世
勢
を
遠
さ
け
勤
行
精
進
に
を
は
し
け
れ
は
ふ
か
く
生
死
を
怖
る
〉
と
も
か
ら
帰
敬
渇
仰
し
徒
弟
日
々
に
お
ほ
く
清
衆
月
々
に
あ
つ
ま
り
て
お
の
つ
か
ら
一
家
の
風
儀
を
な
せ
り
世
挙
て
捨
世
流
義
と
貴
み
け
り
(中
略
)
出
家
中
の
遁
世
に
し
て
真
の
出
家
な
る
を
捨
世
と
　
ユ
　
は
名
付
た
る
な
り
と
あ
り
、
世
間
的
な
も
の
を
遠
ざ
け
て
自
行
に
努
め
て
い
る
と
、
人
々
が
多
く
参
集
し
自
然
に
一
派
を
形
成
し
て
捨
世
流
義
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
「真
の
出
家
な
る
を
捨
世
」
と
定
義
す
る
と
こ
ろ
は
い
か
に
「真
で
な
い
出
家
」
が
多
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
称
念
(
一
五
=
二
～
一
五
五
四
)
は
捨
世
派
の
祖
と
い
わ
れ
る
僧
で
あ
る
。
さ
て
捨
世
派
に
属
し
た
人
を
、
長
谷
川
匡
俊
氏
の
業
績
を
も
と
に
挙
げ
て
み
る
。
以
八
(
一
五
三
三
～
一
六
一
四
)、
厭
求
(
一
六
三
四
～
一
七
一
五
)、
珂
憶
(
一
六
三
五
～
一
七
〇
八
)
、
忍
澂
(
一
六
四
五
～
一
七
一
一
)、
澄
禅
(
一
六
五
二
～
一
七
二
一
)
、
恵
光
(
一
六
六
〇
～
一
七
三
四
)
、
無
能
(
一
六
八
三
～
一
七
一
九
)、
信
覚
(
一
六
八
五
～
一
七
五
四
)
、
可
円
(
一
六
九
三
～
一
七
八
〇
)、
関
通
(
一
六
九
六
～
一
七
七
〇
)、
常
知
(
=
ハ
九
七
～
一
七
四
〇
)
、
.体
信
(
一
七
〇
五
～
一
七
八
二
)、
雲
説
(
一
七
〇
六
～
一
七
七
三
)
、
無
能
と
和
讃
六
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
六
二
即
厭
(
一
七
一
八
～
一
七
九
〇
)、
穏
冏
(
一
七
二
〇
～
一
七
八
九
)
、
学
信
(
一
七
二
四
～
一
七
八
九
)
、
法
岸
(
一
七
四
四
～
一
八
一
五
)
、
法
洲
(
一
七
六
五
～
一
八
三
九
)、
徳
住
(
一
七
一
八
～
一
七
九
〇
)
、
弾
誓
(
一
五
七
三
～
一
六
=
二
)、
待
定
(
一
六
八
六
～
一
七
三
二
)、
託
龍
(
一
七
二
八
～
一
七
六
一
)
、
徳
本
(
一
七
五
八
～
一
八
一
八
)、
本
良
(?
)、
蓮
心
(
一
六
九
九
～
一
七
六
八
)
、
蓮
止
(
?
～
一
七
五
八
)、
一
行
(
一
七
九
六
～
}
八
四
九
)
、
お
お
む
ね
以
上
の
僧
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
日
本
仏
教
の
中
、
僧
が
民
衆
を
教
化
し
、
仏
教
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
何
を
手
段
と
し
た
か
。
こ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
の
一
つ
に
歌
謡
が
あ
る
。
仏
教
歌
謡
、
就
中
和
讃
は
僧
侶
が
自
行
に
勇
猛
精
進
す
る
手
段
と
し
て
、
ま
た
衆
生
を
教
化
す
る
方
法
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
和
讃
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
僧
と
俗
を
結
び
つ
け
る
鍵
と
し
て
和
讃
に
注
目
し
、
個
々
の
和
讃
を
分
析
し
た
り
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
か
と
い
う
機
能
面
に
言
及
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本
仏
教
史
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
江
戸
時
代
民
衆
に
最
も
近
い
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
捨
世
派
の
中
か
ら
無
能
を
取
り
上
げ
る
。
無
能
が
和
讃
な
ど
を
通
し
て
自
行
化
他
に
力
を
注
ぐ
姿
を
抽
出
し
、
和
讃
が
日
本
仏
教
史
上
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
の
証
左
の
一
つ
と
し
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
無
能
に
関
し
て
は
長
谷
川
氏
が
、
ま
た
和
讃
に
つ
い
て
は
多
屋
頼
俊
博
士
が
そ
れ
ぞ
れ
業
績
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
も
両
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
二
、
無
能
に
つ
い
て
無
能
を
述
べ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
史
料
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
本
稿
作
成
に
て
基
本
と
す
る
の
は
『無
能
和
尚
行
業
記
』
二
巻
、
『無
能
和
尚
行
業
遺
肇
』
「
巻
、
『近
代
寞
羽
念
仏
験
記
』
三
巻
、
以
上
三
点
で
あ
る
。
『無
能
和
尚
行
業
記
』
(以
下
『行
業
記
』
と
略
す
)
は
宝
洲
(?
～
一
七
三
八
)
の
著
で
、
享
保
五
年
(
一
七
二
〇
)
の
跋
文
が
あ
り
、
翌
享
保
六
年
(
一
七
二
一
)
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
無
能
は
享
保
四
年
(
一
七
一
九
)
に
寂
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
書
は
無
能
没
後
翌
年
に
成
立
し
て
い
る
。
宝
洲
は
京
都
鹿
ケ
谷
法
然
院
に
住
し
た
学
僧
で
、
浄
土
宗
で
は
伝
記
作
者
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
無
能
の
晩
年
に
接
し
た
こ
と
は
『
行
業
記
』
に
も
述
べ
て
あ
る
。
こ
の
書
物
は
無
能
を
知
る
第
一
級
の
史
料
と
い
え
よ
う
。
『無
能
和
尚
行
業
遺
事
』
(以
下
『遺
事
』
と
略
す
)
は
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
成
立
は
元
文
五
年
(
一
七
四
〇
)
で
あ
る
。
無
能
の
門
弟
で
あ
る
厭
求
、
不
能
(?
)
の
手
で
著
さ
れ
た
。
厭
求
が
、
『行
業
記
』
以
外
の
無
能
に
関
す
る
話
を
収
集
し
た
も
の
を
、
不
能
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
二
人
は
『行
業
唱
記
』
に
も
そ
の
名
が
出
て
く
る
ほ
ど
無
能
と
密
接
な
弟
子
で
あ
り
、
成
立
は
無
能
寂
後
二
十
一
年
、
刊
行
が
寂
後
五
十
九
年
を
経
過
し
て
い
る
と
は
い
え
、
『行
業
記
』
と
同
様
、
こ
の
書
物
も
第
一
級
の
史
料
と
い
え
る
。
『近
代
奥
羽
念
仏
験
記
』
は
無
能
自
身
が
著
し
た
も
の
で
、
念
仏
を
人
々
に
授
け
た
こ
と
で
ど
ん
な
利
益
が
あ
っ
た
か
と
か
、
無
能
に
結
縁
し
た
人
々
の
こ
と
、
説
教
の
場
の
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
無
能
自
身
の
跋
文
が
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)
、
刊
行
が
享
保
五
年
(
一
七
二
〇
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
無
能
と
そ
の
周
辺
の
こ
と
を
見
て
み
よ
う
。
無
能
は
、
天
和
三
年
(
一
六
八
三
)
陸
奥
国
石
川
郡
須
釜
郷
、
矢
吹
家
に
生
ま
れ
た
。
今
の
福
島
県
石
川
郡
で
あ
る
。
諱
は
学
運
、
字
は
良
崇
と
い
い
、
出
家
後
の
「守
一
無
能
」
と
い
う
名
は
、
自
ら
号
し
た
と
い
う
。
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
、
無
能
十
四
歳
の
こ
ろ
に
、
誰
が
勧
め
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
仏
教
に
帰
依
す
る
気
持
ち
が
お
こ
り
、
『阿
弥
陀
経
』
や
『法
華
経
』
普
門
品
な
ど
を
読
誦
し
て
い
た
。
何
と
な
く
世
相
が
は
か
な
く
思
え
、
仏
教
が
親
し
く
感
じ
ら
れ
、
十
六
歳
に
は
髪
を
落
し
た
く
思
っ
た
が
妨
げ
も
あ
っ
た
。
翌
十
七
歳
、
元
禄
十
二
年
(
一
六
九
九
)
に
、
伊
達
郡
大
安
寺
の
良
覚
の
も
と
に
行
き
、
出
家
得
度
の
素
意
を
遂
げ
、
そ
の
日
か
ら
享
保
四
年
(
一
七
無
能
と
和
讃
六
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
六
四
一
九
)
正
月
二
日
、
三
十
七
歳
で
寂
す
る
ま
で
、
日
を
追
う
ご
と
に
激
し
い
念
仏
行
者
と
な
っ
て
い
く
。
十
八
歳
で
ま
ず
出
羽
国
亀
岡
の
文
殊
堂
に
七
日
間
参
籠
。
早
く
如
実
知
見
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
自
利
利
他
の
道
を
実
行
で
き
る
よ
う
祈
り
、
そ
の
日
以
後
、
行
学
と
も
に
怠
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
十
九
歳
に
は
成
田
山
で
七
日
断
食
し
て
仏
道
の
成
就
を
祈
っ
た
。
二
十
二
歳
の
時
に
、
婬
欲
を
断
じ
る
誓
い
を
た
て
、
日
課
と
す
る
称
名
念
仏
の
数
は
一
万
遍
を
誓
願
し
た
。
ま
た
こ
の
年
、
七
日
間
断
食
し
て
仏
の
加
護
と
信
仰
の
増
進
を
祈
っ
た
。
二
十
三
歳
で
浄
土
宗
の
伝
宗
伝
戒
を
相
承
し
、
二
十
五
歳
で
は
常
座
不
臥
で
の
日
課
称
名
を
三
万
遍
と
し
た
。
二
十
六
歳
で
遁
世
(捨
世
)
の
志
を
遂
げ
、
翌
年
に
修
行
方
法
を
称
名
念
仏
の
み
と
し
、
日
夜
不
臥
、
沐
浴
と
ト
イ
レ
以
外
は
法
衣
を
脱
が
な
か
っ
た
。
こ
の
時
日
課
称
名
は
六
万
遍
で
あ
る
。
三
十
歳
に
は
日
課
称
名
八
万
四
千
遍
、
三
十
一
歳
に
は
十
万
遍
以
上
、
さ
ら
に
は
男
根
を
断
却
し
、
ま
す
ま
す
勇
猛
堅
固
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
七
日
間
で
百
万
遍
の
念
仏
を
称
え
る
念
仏
行
を
、
無
能
は
生
涯
中
六
回
成
就
し
て
い
る
。
病
気
の
時
に
も
日
課
称
名
を
怠
る
こ
と
は
な
く
、
か
え
っ
て
健
康
の
時
よ
り
も
激
し
く
修
行
し
た
。
ち
な
み
に
、
一
秒
に
一
遍
念
仏
す
る
と
し
て
、
一
時
間
で
三
千
六
百
遍
称
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
時
間
睡
眠
と
し
て
、
十
八
時
間
全
く
休
ま
ず
念
仏
し
た
と
し
て
も
、
六
万
四
千
八
百
遍
し
か
称
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
七
日
間
で
百
万
遍
称
え
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
一
日
十
四
万
三
千
遍
以
下
で
は
無
理
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
念
仏
行
者
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
数
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
こ
と
は
無
能
の
自
行
の
部
分
で
あ
る
が
、
次
に
化
他
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
長
谷
川
氏
は
『近
代
奥
羽
念
仏
験
記
』
三
巻
ぞ
　
を
分
析
し
、
無
能
の
布
教
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
無
能
が
布
教
に
回
っ
た
地
域
は
、
出
羽
国
で
は
、
今
の
山
形
県
の
中
東
部
に
集
中
し
、
陸
奥
国
は
陸
羽
街
道
、
中
村
街
道
を
中
心
に
足
を
伸
ば
し
て
い
る
と
い
う
。
特
に
城
下
町
で
の
布
教
が
多
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
と
に
か
く
奥
羽
を
股
に
か
け
て
歩
き
、
し
か
も
時
間
的
に
あ
る
一
ケ
所
に
長
く
滞
在
す
る
こ
と
が
な
く
、
民
衆
教
化
に
力
を
注
ぐ
無
能
の
姿
は
、
捨
世
派
を
象
徴
す
る
と
論
じ
ら
れ
る
。
布
教
の
方
法
と
し
て
は
、
レ説
教
と
、
日
課
称
名
授
与
、
名
号
の
授
与
な
ど
で
あ
る
。
説
教
に
際
し
で
は
常
に
法
然
の
著
『選
択
本
願
念
仏
集
』
を
用
い
た
。
日
課
称
名
授
与
と
は
、
一
日
に
何
遍
か
念
仏
す
る
数
を
決
め
て
授
け
る
も
の
、
名
号
授
与
と
は
「南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
書
い
た
も
の
を
授
け
る
も
の
で
あ
る
。
無
能
が
日
課
称
名
を
授
け
た
生
涯
授
与
者
数
の
総
計
は
、
十
六
万
九
千
百
七
十
人
余
り
と
い
い
、
名
号
の
総
授
与
者
数
は
三
千
人
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
す
さ
ま
じ
い
数
と
い
え
る
。
さ
ら
に
布
教
実
績
と
し
て
、
無
能
の
説
教
を
聴
き
に
来
る
者
は
、
少
な
く
て
も
千
～
二
千
人
、
多
い
時
に
は
一
万
二
万
に
達
す
る
と
い
う
。
対
象
者
は
、
い
わ
ゆ
る
庶
民
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
説
教
中
堂
内
に
入
れ
な
い
聴
衆
や
門
前
に
集
ま
る
乞
食
な
ど
に
至
る
ま
で
含
ま
れ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
門
前
に
立
ち
、
乞
食
を
集
め
て
教
化
し
、
彼
ら
が
信
を
起
し
て
念
仏
し
た
記
述
が
『行
業
記
』
に
見
え
る
。
ま
た
山
中
に
隔
離
さ
れ
た
癩
病
人
の
小
屋
に
立
ち
寄
り
勧
化
し
た
り
、
遊
女
に
も
積
極
的
に
教
化
し
て
日
課
称
名
を
亀
授
け
て
い
る
。
無
能
は
著
作
活
動
も
ま
た
盛
ん
に
行
な
っ
た
。
『近
代
奥
羽
念
仏
験
記
』
を
は
じ
め
、
『勧
心
詠
歌
集
』
『伊
呂
波
和
讃
』
『
一
期
修
行
略
記
』
『往
生
至
要
決
略
解
』
『津
軽
念
仏
奇
特
集
』
『勧
化
奇
特
集
』
『勧
化
念
仏
霊
験
記
』
『観
音
示
現
霊
記
』
等
が
、
無
能
著
と
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
無
能
の
実
像
に
近
い
と
考
え
て
良
い
史
料
か
ら
是
の
如
く
の
、
学
行
一
致
、
自
行
化
他
と
い
う
無
能
の
す
ぼ
ら
し
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
寛
政
二
年
(
一
七
九
〇
)
に
刊
行
さ
れ
た
、
伴
蒿
蹊
　ヨ
　
著
『近
世
畸
人
伝
』
と
い
う
書
物
に
無
能
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「自
行
化
他
の
行
業
類
な
き
こ
と
は
、
其
伝
記
既
に
世
に
行
る
れ
ば
、
こ
〉
に
挙
ず
」
と
前
置
き
し
て
、
他
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
項
を
紹
介
し
て
あ
る
。
内
容
は
、
無
能
が
ま
だ
若
い
時
行
脚
の
際
の
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
家
に
宿
を
と
ら
せ
て
も
ら
っ
た
無
能
に
、
そ
の
家
の
美
し
い
女
性
が
恋
慕
の
心
を
起
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
無
能
は
気
高
く
凛
凛
し
か
っ
た
よ
う
で
、
彼
女
は
夜
ふ
け
に
無
能
の
寝
室
に
し
の
び
こ
ん
だ
。
常
座
不
臥
に
て
微
声
念
仏
し
て
い
た
無
能
の
背
中
に
抱
き
つ
い
た
の
だ
が
、
無
能
は
平
然
と
し
て
い
た
。
や
が
て
彼
女
は
離
れ
た
が
朝
に
な
っ
て
発
狂
し
た
よ
う
に
無
能
と
和
讃
・
六
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
六
六
な
り
、
無
能
が
憐
れ
ん
で
念
仏
を
授
け
て
や
っ
た
。
以
後
彼
女
は
結
婚
す
る
こ
と
な
く
念
仏
一
行
に
励
ん
で
終
生
過
ご
し
た
と
い
う
。
無
能
寂
後
約
七
十
年
を
経
て
な
お
無
能
の
伝
記
は
有
名
で
あ
り
、
無
能
の
信
心
堅
固
な
態
度
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ま
だ
、
口
承
さ
れ
X11Q
録
に
残
っ
て
い
な
い
よ
う
な
無
能
の
伝
記
伝
説
は
多
く
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
若
く
し
て
仏
道
へ
の
志
が
厚
く
、
年
齢
が
増
す
程
に
念
仏
に
精
進
し
た
無
能
で
あ
り
、
教
化
活
動
に
も
精
力
的
に
回
り
、
結
縁
者
の
数
の
多
い
こ
と
は
尋
常
で
な
い
。
し
か
も
著
す
書
物
も
多
数
あ
る
。
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
、
時
間
を
確
保
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
能
三
十
七
年
の
生
涯
中
、
仏
教
に
目
覚
め
た
の
が
十
四
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
実
績
を
無
能
は
二
十
三
年
程
で
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
寝
る
の
を
惜
し
ん
で
の
学
行
で
あ
り
、
自
行
化
他
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
無
能
が
こ
と
の
ほ
か
歌
謡
に
心
を
寄
せ
て
い
る
。
無
能
自
作
の
歌
を
集
め
た
『勧
心
詠
歌
集
』
と
、
同
じ
く
自
作
の
『伊
呂
波
和
讃
』
『発
願
和
讃
』
『帰
命
本
願
和
讃
』
『浄
土
生
蓮
和
讃
』
な
ど
が
あ
る
。
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
『勧
心
詠
歌
集
』
に
関
し
て
『行
業
記
』
に
、
無
能
は
源
信
(九
四
三
～
一
〇
一
七
)
が
和
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
を
慕
っ
た
と
あ
り
、
　
　
　
よ
り
く
三
十
一
字
を
つ
ら
ね
て
。
念
死
念
仏
の
懐
を
述
ら
れ
侍
り
き
。
と
あ
る
。
詠
ん
だ
首
数
も
多
い
よ
う
で
へ
「今
わ
ず
か
に
其
五
十
首
を
え
ら
ひ
挙
る
の
み
」
と
あ
る
。
ま
た
『伊
呂
波
和
讃
』
に
関
し
て
は
『行
業
記
』
に
、
　
ら
　
信
楽
の
誠
を
諷
詠
に
あ
ら
は
し
。
以
て
厭
欣
を
す
〉
む
る
媒
と
な
す
も
の
な
ら
し
と
あ
る
。
激
し
い
修
行
を
し
た
無
能
で
あ
る
か
ら
、
剛
直
で
粗
忽
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
い
え
る
が
、
民
衆
が
こ
ぞ
っ
て
結
縁
を
求
め
た
の
に
は
A
之
う
い
う
歌
詠
み
の
性
贋
が
裏
打
吻
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
以
下
無
能
の
、
特
に
和
讃
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
三
、
和
讃
に
つ
い
て
こ
こ
で
和
讃
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
和
讃
と
は
、
七
五
調
の
句
が
四
句
以
上
連
続
す
る
形
式
で
、
仏
菩
薩
の
功
徳
や
教
学
、
祖
師
高
僧
の
伝
記
や
業
績
な
ど
を
讃
え
た
、
和
語
の
仏
教
歌
謡
を
い
う
。
一
般
に
西
国
三
十
三
所
や
四
国
八
十
八
所
に
代
表
さ
れ
る
御
詠
歌
と
混
同
さ
れ
る
。
御
詠
歌
は
短
歌
形
式
で
仏
教
を
詠
み
こ
ん
だ
巡
礼
歌
で
、
何
か
を
讃
え
る
と
こ
ろ
に
目
的
が
な
い
。
詠
み
手
の
感
情
の
発
露
で
あ
り
、
花
鳥
風
月
を
愛
で
る
の
と
同
様
に
仏
教
に
つ
い
て
や
霊
場
の
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
和
讃
と
御
詠
歌
は
厳
密
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
御
詠
歌
の
他
に
仏
教
歌
謡
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
旦
ハ体
的
に
は
梵
讃
、
漢
讃
、
釈
教
歌
、
讃
嘆
、
教
化
、
訓
伽
陀
、
法
文
歌
、
歌
念
仏
な
ど
で
あ
る
。
寺
院
で
催
さ
れ
た
芸
能
な
ど
も
含
む
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
見
て
も
和
讃
は
、
現
在
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
、
量
的
質
的
に
仏
教
歌
謡
と
し
て
最
高
の
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
発
生
は
平
安
時
代
中
頃
と
い
わ
れ
る
。
現
在
ま
で
に
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
和
讃
の
う
ち
、
最
古
と
み
ら
れ
る
の
が
、
良
源
(九
一
二
～
九
八
五
)
の
『本
覚
讃
』、
千
観
(九
一
八
～
九
八
三
)
の
『極
楽
国
弥
陀
和
讃
』
、
源
信
作
と
い
わ
れ
る
『極
楽
六
時
讃
』
他
数
種
な
ど
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
既
に
こ
の
頃
、
和
讃
は
広
く
民
衆
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
『日
本
往
生
極
楽
記
』
に
よ
る
と
、
千
観
の
項
に
　
　
　
作
二
阿
弥
陀
和
讃
廿
餘
行
一。
都
鄙
老
少
以
為
二
口
実
一。
極
楽
結
縁
者
。
往
々
而
多
矣
。
と
あ
る
。
『日
本
往
生
極
楽
記
』
の
作
者
、
慶
滋
保
胤
(?
～
一
〇
〇
二
)
は
千
観
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
『発
心
集
』
に
よ
る
と
、
　ヱ
千
観
は
空
也
(九
〇
三
～
九
七
二
)
と
交
流
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
慶
滋
保
胤
も
空
也
に
帰
依
し
て
い
た
様
で
あ
り
、
二
人
は
共
通
無
能
と
和
讃
六
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
六
八
点
も
多
い
。
『日
本
往
生
極
楽
記
』
の
千
観
に
関
す
る
記
述
は
事
実
に
近
い
と
考
え
て
良
い
。
ま
た
『古
今
著
聞
集
』
に
は
千
観
の
こ
と
に
つ
い
て
、
　
　
阿
弥
陀
和
讃
を
作
て
自
他
を
し
て
唱
し
め
け
る
に
と
あ
り
、
『今
昔
物
語
集
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
珍
海
(
一
〇
九
一
～
一
一
五
二
)
は
『菩
提
心
集
』
の
中
で
、
又
和
讃
と
て
日
本
詞
を
本
と
し
て
作
れ
る
も
あ
り
。
其
讃
に
云
。
娑
婆
世
界
の
西
の
方
十
万
億
の
国
す
ぎ
て
浄
土
あ
る
な
り
極
楽
　　
　
界
仏
在
ま
す
弥
陀
尊
な
ど
い
ふ
是
な
り
。
と
延
べ
、
『極
楽
国
弥
陀
和
讃
』
の
本
文
、
　　
　
娑
婆
世
界
の
西
の
方
十
万
億
の
国
す
ぎ
て
浄
土
は
あ
り
つ
極
楽
界
仏
は
ゐ
ま
す
弥
陀
尊
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
千
観
が
『極
楽
国
弥
陀
和
讃
』
を
作
り
、
当
時
の
老
人
か
ら
若
年
層
と
い
う
広
い
年
齢
層
の
、
し
か
も
都
か
ら
南
都
を
含
ん
だ
か
な
り
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
源
信
は
日
本
浄
土
教
の
先
駆
者
の
一
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
『往
生
要
集
』
を
は
じ
め
浄
土
教
関
係
著
作
、
絵
画
、
仏
像
が
多
数
残
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
源
信
が
ま
た
多
く
の
和
讃
を
作
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『極
楽
六
時
讃
』
『
天
台
大
師
和
讃
』
『
八
塔
和
讃
』
『来
迎
和
讃
』
『
二
十
五
菩
薩
和
讃
』
『十
楽
和
讃
』
『山
王
和
讃
』
『伝
教
大
師
和
讃
』
『自
行
讃
』
、
こ
れ
ら
が
源
信
作
と
さ
れ
る
が
、
真
作
と
し
て
良
い
か
と
い
え
ば
、
ゼ
れ
も
疑
わ
し
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
内
容
や
傍
証
か
ら
み
て
、
源
信
真
作
に
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
の
が
『極
楽
六
時
讃
』
『天
台
大
師
和
讃
』
『
八
塔
和
讃
』
で
あ
る
。
特
に
『極
楽
六
時
讃
』
は
八
九
三
句
の
長
編
で
あ
り
、
日
本
歌
謡
史
研
究
の
大
家
高
野
辰
之
博
士
も
「絶
品
と
も
称
す
べ
き
は
極
楽
六
時
讃
で
、
実
に
当
代
無
比
　　
　
の
雄
篇
大
作
で
あ
る
」
、-と
絶
讃
、さ
れ
る
程
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
時
宗
な
ど
は
一
宗
と
し
て
正
式
に
編
集
し
た
和
讃
集
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
後
代
ぺ
の
影
響
ぽ
計
ヴ
知
れ
な
応
。
ま
た
『
栄
花
物
語
』
や
『長
秋
詠
藻
』
『新
古
今
和
歌
集
』
『梁
慶
秘
抄
』
な
ど
に
は
『極
楽
六
時
讃
』
の
句
が
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
影
響
は
仏
教
界
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
。
確
か
に
『極
楽
六
時
讃
』
は
浄
土
の
荘
厳
が
く
ま
な
く
描
か
れ
、
難
解
な
用
語
も
少
な
く
、
声
に
出
し
て
唱
え
て
い
る
と
、
目
前
に
極
楽
国
土
が
彷
佛
と
し
て
く
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
浄
土
教
の
こ
と
を
自
然
に
理
解
で
き
る
和
讃
を
、
貴
族
を
中
心
に
当
時
の
人
々
が
喜
ん
で
唱
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
単
な
る
想
像
で
は
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
『来
迎
和
讃
』
『二
十
五
菩
薩
和
讃
』
『十
楽
和
讃
』
は
源
信
真
作
が
疑
問
視
さ
れ
る
と
は
い
え
、
後
の
浄
土
教
団
(特
に
浄
土
宗
)
で
、
源
信
作
と
信
じ
ら
れ
よ
く
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
作
者
の
問
題
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
僧
侶
が
自
ら
の
信
心
堅
固
の
た
め
に
、
そ
し
て
民
衆
教
化
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
和
讃
を
唱
え
て
い
た
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『来
迎
和
讃
』
な
ど
に
つ
い
て
は
無
能
へ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
次
章
に
て
詳
述
す
る
。
前
出
の
珍
海
に
も
自
作
の
和
讃
が
あ
る
。
そ
の
著
『菩
提
心
集
』
の
末
尾
に
『菩
提
心
讃
』
と
い
う
和
讃
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
『菩
　
ほ
　
提
心
集
』
は
奥
書
に
「沙
門
珍
海
書
記
」
と
あ
り
、
大
治
三
年
(
一
一
二
八
)
に
珍
海
が
著
し
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
よ
っ
て
『菩
提
心
讃
』
も
珍
海
作
と
い
え
る
。
こ
の
和
讃
は
『菩
提
心
集
』
を
ま
と
め
た
内
容
の
も
の
で
、
『菩
提
心
集
』
の
エ
キ
ス
を
和
讃
化
し
た
も
の
と
考
え
て
良
い
。
先
に
述
べ
た
如
く
珍
海
は
、
千
観
の
和
讃
に
つ
い
て
、
民
衆
が
口
々
に
和
讃
を
唱
え
て
い
た
様
子
を
記
し
て
お
り
、
自
ら
の
著
作
の
ま
と
め
を
和
讃
化
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
珍
海
が
い
か
に
和
讃
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
親
鸞
(
=
七
三
～
一
二
六
二
)
も
自
ら
和
讃
を
作
っ
た
。
『
三
帖
和
讃
』
は
夙
に
有
名
で
あ
る
。
『浄
土
和
讃
』
『高
僧
和
讃
』
『正
像
末
和
讃
』
の
三
つ
を
合
わ
せ
て
『
三
帖
和
讃
』
と
い
う
。
『浄
土
和
讃
』
は
一
一
八
首
、
『高
僧
和
讃
』
は
一
一
九
首
、
『正
像
末
和
讃
』
　お
　
は
一
一
四
首
あ
り
、
四
句
一
首
の
形
式
を
と
る
の
で
句
数
に
す
る
と
総
計
一
四
〇
四
句
と
い
う
大
部
の
作
品
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
無
能
と
和
讃
六
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
七
〇
も
親
鸞
最
晩
年
の
も
の
で
、
親
鸞
自
身
の
信
仰
が
頂
点
に
達
し
て
い
る
時
の
著
作
で
あ
る
と
い
え
る
。
『顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
い
わ
ゆ
る
『教
行
信
証
』
と
と
も
に
『三
帖
和
讃
』
は
、
親
鸞
の
教
学
信
仰
を
知
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
和
讃
は
現
在
で
も
法
要
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
難
解
な
経
典
や
教
学
を
自
国
語
で
あ
る
和
讃
に
す
る
意
図
は
、
存
覚
(
一
二
九
〇
～
=
二
七
三
)
が
『破
邪
顕
正
鈔
』
の
中
で
和
讃
に
つ
い
て
、
い
ミ
か
の
経
釈
の
こ
・
ろ
を
や
は
ら
げ
て
無
智
の
と
も
が
ら
に
ご
・
う
え
し
め
ん
が
た
め
に
、
と
き
ぐ
念
仏
に
く
は
へ
て
こ
れ
を
　ぬ
　
誦
し
も
ち
ゐ
る
べ
き
よ
し
、
さ
づ
け
あ
た
へ
ら
る
〉
も
の
な
り
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
誰
に
で
も
理
解
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
も
七
五
調
で
唱
え
や
す
い
。
親
鸞
の
『三
帖
和
讃
』
は
四
句
で
一
首
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
和
讃
は
四
句
以
上
の
不
定
数
句
か
ら
な
り
、
章
だ
て
(首
割
り
)
も
で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は
不
規
則
で
、
前
後
の
意
味
か
ら
判
断
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
『
三
帖
和
讃
』
は
今
様
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
か
、
四
句
で
一
首
に
な
っ
て
お
り
、
あ
る
一
首
を
ぬ
き
出
し
て
も
独
立
し
て
意
味
を
な
し
、
前
後
の
首
と
つ
な
が
っ
て
あ
る
意
味
を
な
す
よ
う
に
も
で
き
て
い
る
と
い
う
、
組
織
的
な
す
ば
ら
し
い
作
品
な
の
で
あ
る
。
た
だ
、
先
学
に
よ
っ
て
は
文
学
的
で
な
い
と
い
う
人
も
い
る
。
確
か
に
経
典
論
疏
の
直
訳
の
よ
う
な
部
分
が
多
く
、
難
解
な
用
語
も
多
い
の
で
そ
う
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
信
者
側
の
様
子
を
考
え
る
限
り
、
真
宗
教
団
の
発
展
隆
盛
の
中
に
光
る
和
讃
の
こ
と
を
思
え
ば
『三
帖
和
讃
』
は
文
学
的
に
は
ど
う
あ
れ
、
十
分
民
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
聞
法
を
主
と
す
る
真
宗
の
説
教
の
座
に
は
『三
帖
和
讃
』
が
盛
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
強
ゲ
日
本
語
で
あ
る
限
り
・
唱
え
る
性
質
の
も
の
は
・
多
少
用
語
が
難
解
で
あ
っ
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
に
刻
ま
れ
て
い
く
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
難
解
な
も
の
は
解
説
を
ひ
も
と
け
ば
良
い
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
節
談
説
教
な
ど
ど
結
び
つ
い
た
『
三
帖
和
讃
』
は
、
和
讃
の
機
能
的
展
開
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
遍
(
=
一三
九
誘
=
一孤
九
)
も
『別
願
和
讃
』
を
自
作
し
た
。
時
宗
の
伝
説
と
レ
て
、
一
遍
が
源
信
等
の
和
讃
を
常
に
唱
え
て
い
た
こ
と
を
、
一
宗
と
し
て
ま
と
め
た
和
讃
集
『浄
業
和
讃
』
の
序
文
に
記
し
て
あ
る
。
『別
願
和
讃
』
が
一
遍
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
コ
遍
聖
絵
』
巻
九
に
、
　　
　
弘
安
十
年
の
は
る
(中
略
)
念
仏
の
和
讃
を
作
て
時
衆
に
あ
た
え
た
ま
ひ
け
り
と
あ
っ
て
、
こ
の
後
に
七
十
句
の
和
讃
を
連
ね
て
あ
り
明
白
で
あ
る
。
『
一
遍
聖
絵
』
は
正
安
元
年
(
一
二
九
九
)
に
、
一
遍
の
一
番
弟
子
で
実
弟
で
も
あ
る
聖
戒
(?
)
が
一
遍
の
生
涯
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
遍
寂
後
十
年
目
の
成
立
で
あ
り
、
一
番
弟
子
で
実
弟
と
い
う
人
の
記
述
で
も
あ
る
の
で
史
料
的
価
値
は
極
め
て
高
い
。
弘
安
十
年
(
一
二
八
七
)
は
一
遍
が
生
涯
を
閉
じ
る
二
年
前
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
親
鸞
と
同
じ
く
、
一
遍
の
信
仰
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
る
時
の
作
と
い
え
よ
う
。
ま
た
時
宗
の
二
祖
三
祖
と
い
っ
た
歴
代
の
祖
師
達
も
ほ
と
ん
ど
和
讃
を
作
っ
て
い
る
。
彼
ら
時
宗
の
僧
の
特
徴
で
あ
る
遊
行
に
よ
っ
て
和
讃
は
よ
り
広
く
全
国
に
行
き
わ
た
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
和
讃
の
お
お
ま
か
な
歴
史
を
た
ど
り
な
が
ら
、
和
讃
の
特
色
、
機
能
な
ど
を
指
摘
し
て
み
た
。
和
讃
は
発
生
と
同
時
に
貴
族
か
ら
庶
民
に
広
く
受
容
さ
れ
、
急
速
に
広
ま
っ
た
。
そ
れ
は
浄
土
教
の
伝
播
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
す
る
。
和
語
で
あ
る
こ
と
、
七
五
調
の
リ
ズ
ム
で
唱
え
や
す
い
こ
と
、
理
解
し
や
す
い
が
決
し
て
教
学
的
レ
ベ
ル
を
落
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
の
和
讃
の
特
色
が
浄
土
教
の
拡
大
に
影
響
し
て
い
る
し
、
和
讃
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
権
階
級
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
仏
教
が
、
庶
民
の
仏
教
に
移
向
し
て
い
く
時
に
和
讃
の
果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
私
は
考
え
て
い
る
。
無
能
と
和
讃
七
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
七
二
四
、
無
能
と
和
讃
さ
て
、
無
能
も
ま
た
和
讃
の
重
要
性
に
気
付
き
、
必
要
性
を
見
出
し
て
い
る
。
『行
業
記
』
に
よ
る
と
、
無
能
和
尚
常
に
深
く
此
讃
文
を
信
し
。
よ
り
く
人
を
し
て
是
を
唱
へ
し
め
て
聴
聞
せ
ら
れ
き
。
又
同
法
に
も
念
仏
に
懶
き
折
に
は
。
　レ
　
此
讃
文
を
称
へ
て
。
助
業
と
す
べ
き
由
示
さ
れ
侍
る
。
'
と
あ
る
。
「此
讃
文
」
と
は
源
信
の
『来
迎
和
讃
』
の
こ
と
で
、
無
能
が
『来
迎
和
讃
』
を
深
く
信
奉
し
、
人
々
に
唱
え
さ
せ
て
聴
い
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
ま
た
念
仏
を
怠
り
そ
う
な
時
に
は
『来
迎
和
讃
』
を
念
仏
の
助
業
と
と
ら
え
て
唱
え
よ
と
無
能
は
弟
子
に
示
し
て
い
る
。
『行
業
記
』
の
作
者
宝
洲
は
、・
『行
業
記
』
を
著
す
時
、
無
能
が
残
し
た
言
葉
や
著
作
な
ど
も
編
集
し
て
『行
業
記
』
に
含
ん
だ
。
そ
の
際
『勧
心
詠
歌
集
』
『伊
呂
波
和
讃
』
な
ど
と
一
緒
に
、
源
信
作
と
い
わ
れ
る
『来
迎
和
讃
』
も
収
め
た
。
無
能
が
「助
業
と
す
べ
き
由
示
さ
れ
」
た
の
で
、
宝
洲
は
「茲
に
附
録
し
て
。
師
の
素
志
に
充
る
者
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
程
に
無
能
に
と
っ
て
『来
迎
和
讃
』
は
大
切
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
『来
迎
和
讃
』
に
つ
い
て
宝
洲
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
聖
光
伝
に
弁
阿
上
人
御
病
中
に
こ
の
来
迎
讃
を
聞
き
給
ひ
て
。
此
中
に
念
仏
三
昧
現
前
の
句
珠
に
肝
要
な
り
と
示
し
ま
し
く
き
と
あ
　　
　
り
。
然
阿
伝
に
は
。
念
仏
に
は
来
迎
讃
を
誦
す
へ
し
と
瑞
夢
あ
り
し
事
を
記
せ
り
。
こ
こ
に
い
う
「聖
光
伝
」
「
然
阿
伝
」
と
は
、
了
慧
(
一
二
五
一
～
=
壬
二
〇
、
没
年
諸
説
あ
り
)
の
著
し
た
『聖
光
上
人
伝
』
『然
阿
上
人
伝
』
の
こ
と
で
あ
る
。
了
慧
は
、
法
然
の
遺
文
や
法
語
消
息
な
ど
を
集
め
た
『黒
谷
上
人
語
燈
録
』
の
編
集
者
と
し
て
、
浄
土
宗
で
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
浄
土
宗
の
三
祖
良
忠
(
一
一
九
九
～
一
二
八
七
)
に
師
事
し
た
。
『聖
光
上
人
伝
』
は
浄
土
宗
の
二
祖
聖
光
(
一
一
六
三
～
一、二
三
八
y
の
伝
記
で
(
弘
安
七
年
(-一
二
八
四
)
の
成
立
で
あ
る
。
聖
光
の
こ
と
を
良
く
知
る
良
忠
が
在
世
中
の
成
立
で
あ
る
の
で
、
聖
光
寂
後
四
十
六
年
を
経
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
史
料
と
し
て
十
分
価
値
が
あ
る
。
『聖
光
上
人
伝
』
に
は
、
　
の
　
即
告
二
看
病
弟
子
一日
極
楽
聖
衆
側
二
塞
半
天
一
又
示
日
来
迎
讃
日
二
念
仏
三
昧
現
前
一此
句
肝
要
也
と
あ
っ
て
、
聖
光
が
病
の
床
に
あ
る
時
弟
子
達
に
、
『来
迎
和
讃
』
の
「念
仏
三
昧
現
前
」
と
い
う
句
が
大
切
で
あ
る
ζ
と
を
示
し
て
い
る
。
確
か
に
『来
迎
和
讃
』
に
は
、
き
け
は
西
方
界
の
そ
ら
伎
楽
歌
詠
ほ
の
か
な
り
見
れ
は
緑
の
山
の
端
に
光
雲
は
る
か
に
か
、
や
け
り
こ
の
時
身
心
や
す
く
し
　
　
　
て
念
仏
三
昧
現
前
し
毫
光
わ
が
身
を
照
し
て
無
始
の
罪
障
消
滅
す
ー
と
あ
る
つ
『然
阿
上
人
伝
』
は
良
忠
の
伝
記
で
あ
る
。
了
慧
が
『聖
光
上
人
伝
』
を
著
し
て
か
ら
三
年
後
の
弘
安
十
年
(
一
二
八
七
)
に
、
辱良
忠
が
示
寂
し
た
の
で
、
了
慧
は
す
ぐ
『然
阿
上
人
伝
』
を
作
っ
て
報
恩
の
意
を
表
わ
そ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
良
忠
の
臨
終
に
際
し
て
、
　れ
　
上
人
高
声
念
仏
凡
五
六
遍
忽
有
二
威
儀
旦
ハ足
之
僧
二
人
一侍
二
坐
其
左
右
一各
談
而
日
可
三
念
仏
而
誦
二
来
迎
讃
一
と
あ
る
。
こ
の
『然
阿
上
人
伝
』
は
良
忠
寂
後
す
ぐ
の
成
立
で
あ
り
、
了
慧
の
著
作
で
あ
る
か
ら
史
料
と
し
て
申
し
分
な
い
も
の
で
あ
る
。
宝
洲
は
こ
れ
ら
の
伝
記
の
記
述
を
指
し
て
い
る
。
聖
光
や
良
忠
が
『来
迎
和
讃
』
を
重
要
視
し
、
諷
誦
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
し
、
無
能
も
ま
た
聖
光
や
良
忠
に
導
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
同
じ
く
宝
洲
も
そ
れ
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
宝
洲
は
、
お
よ
そ
我
朝
の
人
は
。
漢
字
の
経
書
に
も
和
訓
を
施
し
て
。
始
て
其
義
を
通
す
。
何
ぞ
其
国
字
国
語
を
軽
し
む
べ
け
ん
や
。
冀
く
は
諸
　　
　
の
行
者
。
宜
し
く
上
古
の
淳
風
を
学
ん
で
。
日
夕
に
こ
れ
を
諷
詠
し
。
寤
寐
に
こ
れ
を
思
想
し
て
。
引
接
想
の
勝
縁
と
な
す
べ
し
。
無
能
と
和
讃
七
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
七
四
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
和
讃
の
機
能
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
宝
洲
の
姿
が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
語
で
あ
る
か
ら
こ
そ
は
じ
め
て
正
し
い
意
味
が
通
じ
て
く
る
の
で
あ
り
、
「諷
詠
」
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
可
能
で
あ
り
、
「引
接
想
の
勝
縁
」
と
な
る
思
想
が
充
満
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
宝
洲
の
理
解
は
、
そ
の
ま
ま
無
能
の
考
え
で
あ
っ
た
と
み
て
良
い
。
無
能
は
源
信
の
和
讃
を
諷
誦
し
、
あ
る
い
は
聴
聞
し
て
い
る
だ
け
で
は
あ
き
た
ら
ず
、
自
分
で
作
り
出
し
た
。
無
能
作
と
す
る
和
讃
は
　
お
　
四
作
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『伊
呂
波
和
讃
』
『発
願
和
讃
』
『帰
命
本
願
和
讃
』
『浄
土
生
蓮
和
讃
』
の
四
作
で
あ
る
が
、
無
能
の
伝
記
史
料
な
ど
に
名
を
見
せ
る
の
は
『伊
呂
波
和
讃
』
の
み
で
あ
る
。
『伊
呂
波
和
讃
』
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
『行
業
記
』
に
収
め
ら
れ
、
無
能
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
無
能
真
作
を
疑
う
余
地
は
な
い
。
全
五
十
八
句
の
和
讃
で
、
句
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
一
か
ら
十
と
、
い
ろ
は
四
十
八
文
字
を
冠
し
て
あ
り
、
し
か
も
浄
土
教
思
想
を
詠
み
こ
ん
だ
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。
宝
洲
は
こ
の
和
讃
に
つ
い
て
、(24
)
信
楽
の
誠
を
諷
詠
に
あ
ら
は
し
。
以
て
厭
欣
を
す
〉
む
る
媒
と
す
る
も
の
な
ら
し
と
述
べ
、
こ
の
和
讃
を
、
浄
土
を
信
じ
往
生
を
願
う
こ
と
の
助
け
に
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
、
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。
無
能
の
『伊
呂
波
和
讃
』
作
成
の
意
図
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。
自
行
の
面
か
ら
も
、
化
他
の
面
か
ら
も
和
讃
は
、
念
仏
者
に
と
っ
て
最
適
な
も
の
と
い
う
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
か
ら
十
と
い
ろ
は
四
十
八
文
字
を
句
頭
に
持
っ
て
く
る
こ
と
を
優
先
し
た
た
め
、
形
式
的
に
無
理
な
面
が
出
て
い
る
、
と
い
う
解
釈
を
さ
れ
る
先
学
も
あ
る
。
『伊
呂
波
和
讃
』
は
、
『
三
帖
和
讃
』
の
よ
う
に
四
句
一
首
で
、
一
首
の
み
抜
き
出
し
て
も
前
後
の
首
と
組
み
合
わ
せ
て
も
と
も
に
意
味
を
な
す
、
と
い
う
よ
う
な
組
織
的
な
構
造
で
は
な
い
。
『三
帖
和
讃
』
が
和
讃
の
一
つ
の
完
成
型
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
を
す
る
な
ら
ば
、
『伊
呂
波
和
讃
』
は
確
か
に
『三
帖
和
讃
』
よ
り
前
の
形
式
に
戻
っ
て
い
る
と
い
え
る
し
、
実
際
四
句
と
か
六
句
と
か
で
章
を
切
っ
て
い
く
こ
と
ば
で
き
な
硲
。
だ
が
ら
と
い
つ
て
『三
帖
和
讃
』、
よ
り
劣
る
と
考
え
る
の
は
お
か
し
い
。
浄
土
宗
の
僧
侶
で
あ
る
無
能
に
と
っ
て
は
、
聖
光
、
良
忠
が
大
切
に
し
て
い
た
源
信
の
和
讃
こ
そ
が
自
分
の
信
心
の
支
え
な
の
で
あ
っ
て
、
形
式
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
「信
楽
の
誠
を
諷
詠
に
あ
ら
は
し
。
以
て
厭
欣
を
す
〉
む
る
媒
と
す
る
」
だ
け
で
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
源
信
の
、『来
迎
和
讃
』
に
心
が
引
か
れ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
頃
の
形
式
に
似
た
の
で
あ
ろ
う
。
内
容
的
に
、
浄
土
教
で
は
こ
の
記
述
は
お
か
し
い
と
か
、
浄
土
宗
で
は
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
な
い
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
な
い
限
り
、
優
れ
た
も
の
と
認
め
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　ゐ
　
無
能
は
「助
業
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
ま
で
も
和
讃
を
人
々
に
勧
め
た
。
浄
土
宗
で
は
念
仏
者
の
正
し
い
行
と
し
て
五
つ
の
徳
目
を
挙
げ
る
。
中
国
浄
土
教
の
大
成
者
と
い
わ
れ
る
唐
の
善
導
(六
=
二
～
六
八
一
)
の
説
に
よ
る
五
種
正
行
で
あ
る
。
五
種
と
は
読
誦
正
行
(
一
心
に
専
ら
浄
土
三
部
経
〈
『観
無
量
寿
経
』
『阿
弥
陀
経
』
『無
量
寿
経
』
〉
等
を
読
誦
す
る
)、
観
察
正
行
(
一
心
に
専
ら
極
楽
浄
土
と
阿
弥
陀
仏
を
観
察
す
る
)、
礼
拝
正
行
(
一
心
に
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
礼
す
る
)、
称
名
正
行
(
一
心
に
専
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
す
る
)
、
讃
歎
供
養
正
行
(
一
心
に
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
讃
歎
し
供
養
す
る
)
の
五
つ
を
い
う
。
こ
の
う
ち
称
名
正
行
を
、
正
定
業
と
い
い
、
他
の
四
つ
を
助
業
と
い
う
。
つ
ま
り
浄
土
宗
の
念
仏
者
と
し
て
、
必
ず
す
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
の
正
行
の
一
つ
に
ま
で
、
和
讃
を
数
え
挙
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
か
に
無
能
が
和
讃
に
心
を
注
い
で
い
る
か
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
『行
業
記
』
等
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
無
能
作
と
し
て
現
在
ま
で
伝
わ
る
『
発
願
和
讃
』
『帰
命
本
願
和
讃
』
『浄
土
生
蓮
和
讃
』
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
『行
業
記
』
並
び
に
『遺
事
』
の
ど
ち
ら
に
も
姿
を
見
せ
な
い
以
上
、
無
能
真
作
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
が
私
の
立
場
で
あ
る
。
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
無
能
に
は
和
讃
に
対
し
て
並
々
な
ら
ぬ
態
度
が
あ
る
。
生
前
中
弟
子
達
に
も
そ
れ
が
解
っ
た
か
ら
こ
そ
『行
業
記
』
の
記
述
と
な
り
、
『来
迎
和
讃
』
全
文
も
収
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
し
『発
願
無
能
と
和
讃
七
五
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
七
六
和
讃
』
『帰
命
本
願
和
讃
』
『浄
土
生
蓮
和
讃
』
が
無
能
作
で
あ
る
な
ら
ば
、
『行
業
記
』
『遺
事
』
の
ど
ち
ら
か
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『遺
事
』
を
編
集
し
た
一
人
、
不
能
は
、
師
無
能
の
伝
記
を
つ
づ
っ
た
『無
能
上
人
和
讃
』
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
人
で
あ
る
。
た
と
え
宝
洲
が
『行
業
記
』
に
入
れ
忘
れ
た
と
し
て
も
『遺
事
』
に
は
収
め
ら
れ
て
良
い
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
私
は
こ
れ
ら
三
作
を
無
能
作
と
は
考
え
て
い
な
い
。
『発
願
和
讃
』
は
多
屋
博
士
に
よ
る
と
、
諦
忍
(
一
七
〇
五
～
一
七
八
六
)
の
作
っ
た
『浄
土
宗
門
安
心
起
行
浄
業
修
行
次
第
』
と
い
　　
　
う
書
物
に
無
能
作
と
あ
る
と
い
う
。
諦
忍
は
無
能
よ
り
二
十
二
歳
年
下
で
時
代
と
し
て
接
近
し
て
い
る
し
、
『阿
弥
陀
如
来
和
讃
』
を
享
保
十
七
年
(
一
七
三
二
)
に
作
り
、
そ
の
註
釈
書
を
も
自
分
で
著
し
て
、
存
命
中
に
刊
行
す
る
な
ど
、
和
讃
重
視
の
人
で
あ
る
の
で
、
　　
　
『浄
土
宗
門
安
心
起
行
浄
業
修
行
次
第
』
の
記
述
は
信
頼
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
寡
聞
に
し
て
そ
の
書
物
を
知
ら
な
い
。
『発
願
和
讃
』
の
内
容
は
善
導
の
『往
生
礼
讃
』
「
日
没
」
に
あ
る
い
わ
ゆ
る
「発
願
文
」
を
典
拠
に
し
て
い
る
と
思
わ
、れ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
今
述
べ
る
こ
と
は
避
け
て
お
く
。
『帰
命
本
願
和
讃
』
は
、
阿
弥
陀
仏
が
法
蔵
菩
薩
と
い
っ
た
と
き
の
こ
と
か
ら
説
き
起
こ
し
、
阿
弥
陀
仏
と
な
っ
て
衆
生
が
救
わ
れ
る
、
と
い
う
内
容
を
一
二
八
句
に
ま
と
め
た
和
讃
で
あ
る
。
『浄
土
生
蓮
和
讃
』
は
、
空
阿
(
=
五
六
～
一
二
二
八
)
の
『文
讃
』
と
い
う
和
讃
を
補
足
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
空
阿
と
は
法
然
門
下
の
法
性
寺
空
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
で
あ
る
。
空
阿
は
『明
義
進
行
集
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
た
だ
念
仏
ば
か
り
称
え
、
経
も
読
ま
な
か
っ
た
が
、
こ
の
『文
讃
』
だ
け
ば
念
仏
の
後
に
欠
か
さ
ず
諷
誦
し
て
い
た
、
と
い
う
程
和
讃
を
唱
え
た
人
で
あ
る
。
『浄
土
生
蓮
和
讃
』
は
『文
讃
』
の
六
句
目
の
次
に
六
句
、
七
句
目
の
次
に
二
句
、
八
句
目
の
次
に
十
二
句
新
た
に
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
計
二
十
句
註
釈
的
に
補
足
し
て
完
成
し
て
い
る
和
讃
で
あ
る
。
『帰
命
本
願
和
讃
』
も
『浄
土
生
蓮
和
讃
』
も
何
を
も
っ
て
無
能
作
と
な
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
空
阿
の
『文
讃
騨
の
改
編
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
少
な
ぐ
と
も
『浄
土
生
蓮
和
讃
』
は
浄
土
宗
系
の
人
が
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『発
願
和
讃
』
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
三
作
は
今
後
の
研
究
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
無
能
自
身
が
臨
終
の
床
に
あ
る
時
、
和
讃
に
心
を
か
け
て
い
る
様
子
が
『行
業
記
』
の
中
に
見
出
せ
る
の
で
指
摘
し
て
お
く
。
無
能
は
享
保
四
年
(
一
七
一
九
)
の
正
月
二
日
に
入
寂
し
て
い
る
。
そ
の
少
し
前
、
享
保
三
年
十
二
月
二
十
五
日
に
い
よ
い
よ
臨
終
を
自
覚
し
、
門
弟
を
集
め
て
臨
終
行
儀
を
た
の
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
床
に
臥
し
て
い
て
も
念
仏
を
怠
る
こ
と
が
な
く
、
念
仏
す
る
様
子
な
ど
平
生
の
時
よ
り
勝
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
に
極
楽
の
荘
厳
を
感
得
し
た
よ
う
で
、
常
随
の
弟
子
に
極
楽
の
様
子
を
述
べ
て
い
る
。
十
二
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
夜
に
、
(28
)
門
人
に
命
じ
て
。
静
か
に
十
楽
の
和
讃
を
唱
へ
し
め
。
悉
く
聞
き
畢
り
て
感
嗟
せ
ら
れ
き
と
あ
る
。
翌
日
か
ら
は
、
無
能
の
信
者
達
も
噂
を
聞
い
て
集
ま
り
出
し
て
い
る
。
い
よ
い
よ
正
月
に
な
り
、
食
事
も
一
向
に
摂
ら
な
い
の
に
、
昼
に
夜
に
ま
す
ま
す
勇
猛
に
念
仏
し
て
い
る
無
能
の
姿
に
、
門
弟
は
不
思
議
に
さ
え
思
っ
て
い
る
。
そ
の
日
の
申
の
刻
(今
の
午
後
四
時
前
後
)
の
項
に
師
厭
求
を
召
て
。
来
迎
讃
を
独
吟
に
静
か
に
唱
ふ
べ
し
と
仰
け
れ
ば
。
厭
求
か
し
こ
ま
り
て
。
枕
頭
に
侍
り
て
称
へ
け
る
に
。
師
聞
て
合
掌
し
。
双
眼
に
涙
を
浮
べ
常
に
此
讃
を
あ
り
が
た
く
聴
声
せ
し
と
い
え
ど
も
。
此
度
は
殊
に
身
に
染
て
貴
く
覚
へ
候
と
て
。
信
敬
の
　　
　
気
色
。
外
に
顕
は
れ
て
ぞ
見
え
侍
る
。
と
あ
っ
て
、
今
ま
さ
に
往
生
せ
ん
と
す
る
時
に
、
無
能
は
心
か
ら
『来
迎
和
讃
』
な
ど
を
堪
能
し
て
い
る
。
ま
た
普
段
に
も
よ
く
『来
迎
和
讃
』
を
聴
い
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
さ
ら
に
、
　　
　
同
日
初
夜
過
。
重
て
厭
求
蓮
心
二
人
に
命
じ
て
。
十
楽
讃
を
唱
へ
し
め
。
第
五
快
楽
無
退
楽
ま
て
聴
聞
せ
ら
れ
き
。
無
能
と
和
讃
.
七
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
.
七
八
と
あ
り
、
極
楽
の
様
子
を
頭
に
描
き
な
が
ら
、
弟
子
達
の
和
讃
の
声
の
中
に
身
を
委
ね
て
い
る
安
ら
か
な
無
能
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「十
楽
讃
」
は
十
二
月
二
十
八
日
の
項
の
「十
楽
の
和
讃
」
と
同
じ
も
の
で
、
源
信
作
と
い
わ
れ
る
『十
楽
和
讃
』
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
無
能
は
和
讃
を
自
身
の
信
心
の
高
揚
の
た
め
に
唱
え
、
人
が
唱
え
る
の
を
聞
い
て
、
和
讃
の
心
を
心
と
し
て
い
た
。
ま
た
助
業
と
し
て
の
位
置
付
け
も
し
て
い
た
。
門
弟
達
も
そ
の
よ
う
な
無
能
を
慕
い
、
和
讃
を
こ
と
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
「念
仏
に
懶
き
折
に
は
。
此
讃
文
を
称
え
て
。
助
業
と
す
べ
き
由
示
さ
れ
侍
る
。
」
と
あ
っ
て
、
無
能
は
人
に
和
讃
諷
誦
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
和
讃
が
い
か
に
念
仏
信
仰
の
一
助
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
と
い
う
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
念
仏
行
と
衆
生
化
益
を
自
分
の
生
き
る
道
と
し
、
そ
の
成
就
を
願
っ
て
い
た
無
能
に
と
っ
て
、
和
讃
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
五
、
む
す
び
無
能
が
和
讃
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
、
縷
縷
述
べ
て
き
た
。
無
能
自
身
は
、
和
讃
を
人
々
に
勧
め
て
は
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
自
行
の
た
め
に
和
讃
諷
誦
し
た
傾
向
が
強
い
。
多
く
の
民
衆
か
ら
帰
依
を
受
け
、
自
己
の
念
仏
行
を
怠
る
こ
と
な
く
民
衆
を
教
化
し
た
無
能
の
心
の
奥
底
に
和
讃
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
無
能
の
歴
程
を
考
え
て
も
、
重
大
な
こ
と
で
あ
る
。
和
讃
は
信
仰
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
よ
っ
て
和
讃
を
研
究
し
て
い
け
ば
、
民
衆
が
い
か
に
浄
土
教
を
、
あ
る
い
は
仏
教
を
受
容
し
た
か
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
確
か
に
和
讃
の
影
響
に
よ
っ
て
仏
教
が
民
衆
に
溶
け
こ
み
理
解
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
七
五
調
の
心
地
良
い
リ
ズ
ム
で
、
誰
で
も
が
解
る
和
語
で
、
平
易
な
用
語
で
、
自
然
に
教
義
や
祖
師
高
僧
の
伝
記
業
績
が
自
ら
の
も
の
と
な
る
。
こ
う
い
う
和
讃
の
特
色
が
、
平
安
時
代
の
源
信
か
ら
無
能
へ
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
た
。
無
能
は
こ
の
時
あ
く
ま
で
も
民
衆
の
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
源
信
に
対
す
る
時
、
無
能
は
源
信
か
ら
教
え
を
受
け
る
一
信
者
で
あ
っ
た
。
浄
土
教
を
希
い
、
念
仏
を
称
え
る
た
め
に
源
信
の
和
讃
を
詠
じ
る
無
能
の
姿
は
そ
の
ま
ま
、
和
讃
を
諷
詠
す
る
民
衆
の
姿
な
の
で
あ
る
。
無
能
の
和
讃
に
つ
い
て
本
稿
で
全
て
を
論
じ
つ
く
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
無
能
に
仮
託
さ
れ
た
和
讃
の
作
者
の
こ
と
や
、
ど
の
よ
う
に
唱
え
ら
れ
た
か
と
い
う
音
芸
的
な
研
究
な
ど
、
残
さ
れ
る
問
題
も
多
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
さ
ら
に
、
民
衆
に
近
い
と
こ
ろ
で
僧
侶
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
人
々
の
和
讃
へ
の
取
り
組
み
を
究
明
し
、
日
本
に
入
っ
た
仏
教
が
真
の
日
本
仏
教
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
和
讃
が
果
た
し
た
役
割
を
見
出
し
た
い
。
注(1
)
『浄
土
宗
全
書
』
(以
下
、
浄
全
と
略
す
)
十
七
-
六
七
八
頁
。
(2
)
長
谷
川
匡
俊
『近
世
浄
土
宗
の
信
仰
と
教
化
』
(溪
水
社
刊
)
二
四
五
頁
。
(3
)
伴
蒿
蹊
『近
世
畸
人
伝
』
(岩
波
文
庫
刊
)
八
三
頁
。
(4
)
浄
全
十
八
ー
一
六
四
頁
。
(5
)
浄
全
十
八
ー
一
六
七
頁
。
(6
)
浄
全
続
十
七
-
一
〇
頁
。
(7
)
新
潮
日
本
古
曲
ハ集
成
『方
丈
記
、
発
心
集
』
五
八
頁
。
(8
)
岩
波
日
本
古
曲
ハ文
学
大
系
84
『古
今
著
聞
集
』
八
三
頁
。
(9
)
浄
全
十
五
i
五
〇
七
頁
。
(10
)
『釈
教
歌
詠
全
集
』
(東
方
出
版
刊
)
五
-
三
〇
九
頁
。
(1
)
高
野
辰
之
『日
本
歌
謡
史
』
(五
月
書
房
刊
)
二
四
四
頁
。
無
能
と
和
讃
七
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
通
巻
第
二
十
號
八
〇
(
12
)
浄
全
十
五
i
五
三
一
頁
。
(
13
)
『
三
帖
和
讃
』
に
は
、
主
に
真
宗
高
田
派
本
山
専
修
寺
蔵
の
親
鸞
真
筆
本
と
、
同
寺
第
三
世
顕
智
が
真
筆
本
を
書
写
し
た
顕
智
本
、
そ
れ
に
蓮
如
が
文
明
五
年
(
一
四
七
三
)
に
開
版
し
た
文
明
本
の
三
種
が
あ
る
。
各
本
に
よ
っ
て
首
(句
)
の
数
え
方
が
異
な
る
。
本
稿
は
文
明
本
を
も
と
に
し
て
い
る
。
(14
)
『真
宗
聖
教
全
書
』
>>1
-
1
六
九
頁
。
(15
)
関
山
和
夫
『
説
教
の
歴
史
的
研
究
』
(法
蔵
館
刊
)
一
二
七
頁
。
(16
)
角
川
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
『
一
遍
聖
絵
』
。
(
17
)
浄
全
十
八
-
一
七
一
頁
。
(
18
)
浄
全
十
八
-
一
七
〇
頁
。
(
19
)
浄
全
十
七
-
三
九
三
頁
。
(
20
)
浄
全
一
八
r
一
六
九
頁
。
便
宜
上
『行
業
記
』
中
に
収
め
ら
れ
た
『
来
迎
和
讃
』
を
引
用
し
た
が
、
『釈
教
歌
詠
全
集
』
に
載
る
『
来
迎
和
讃
』
で
は
「
毫
光
わ
が
身
を
照
し
て
」
の
部
分
が
「毫
光
我
身
を
照
し
つ
つ
」
と
な
っ
て
い
る
。
(
21
)
浄
全
十
七
-
四
=
頁
。
(2
)
浄
全
十
八
-
一
七
一
頁
。
(23
)
本
文
に
つ
い
て
『
伊
呂
波
和
讃
』
は
浄
全
十
八
-
一
六
八
、
『
発
願
和
讃
』
は
『仏
教
和
讃
御
詠
歌
全
集
』
(国
書
刊
行
会
刊
)
中
-
八
九
二
頁
、
『
帰
命
本
願
和
讃
』
『
浄
土
生
蓮
和
讃
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『釈
教
歌
詠
全
集
』
五
-
三
六
三
頁
、
三
六
五
頁
を
参
照
。
(
24
)
浄
全
十
八
ー
一
六
七
頁
。
(
25
)
注
(
17
)
に
同
じ
。
(
26
)
多
屋
頼
俊
『
和
讃
史
概
説
』
(
法
蔵
館
刊
)
三
〇
九
頁
、
三
一
二
頁
。
(
27
)
『
浄
土
宗
門
安
心
起
行
浄
業
修
行
次
第
』
に
つ
い
て
、
見
る
べ
き
目
録
類
の
ど
こ
に
も
そ
の
名
が
見
え
な
い
。
諦
忍
の
著
作
を
調
査
研
究
さ
れ
た
川
口
高
風
氏
の
論
考
に
も
出
て
こ
な
い
(同
氏
論
文
「諦
忍
律
師
の
著
作
の
再
整
理
」
『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
三
十
九
-
一
)
。
(
28
)
浄
全
十
八
1
=
二
一二
頁
。
(
29
)
浄
全
十
八
i
=
二
六
頁
。
(
30
)
浄
全
十
八
1
=
二
六
頁
。
付
記
本
稿
は
平
成
三
年
度
の
佛
教
文
学
会
五
月
例
会
と
、
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
に
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
場
に
て
御
指
導
下
さ
れ
た
諸
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
佛
教
大
学
教
授
関
山
和
夫
先
生
か
ら
懇
切
な
る
御
指
導
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
無
能
と
和
讃
八
一
